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３ 要  旨 

同一の培養液を用いて、排液率を変えた場合のベッド内肥料成分バランスや収量への影響を検討した。ま
た、排液率を一定にして、肥料成分バランスの乱れ程度を変えた場合の生育や収量への影響を検討した。 
(1)同一の培養液を用いた場合、ベッド内培養液中の濃度は、ほとんどの成分で排液率が少ないほど濃度
が低く、ｐＨは高かった。 
(2)ベッド内培養液中の肥料成分バランスは、排液率が低いほど、カルシウム比率が上昇し、カリウム、硝
酸態窒素、リンの比率は減少する傾向であった。 
(3)イチゴの収量は、排液率が低いほど少なかった。特に排液率０～５％区では収量が大きく低下した。 
(4)排液率を５０％と一定にし、培養液成分バランスの乱れ程度を変えた場合、生育および収量に培養液成
分の乱れ程度による差は認められなかった。 
 以上より、イチゴの高設栽培においては、排液率が低いほど、培養液の濃度や培養液成分の比率の変
化が大きく、それに伴い収量の低下が見られた。また、充分な給液量・排液量が確保されていれば、培養
液の肥料成分バランスの乱れが、生育・収量に及ぼす影響は小さいことがわかった。
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